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ミカンにレモン、グレープフル

ーツなど、かんきつ類の種類は

実に多い。日本ではミカンが身

近なかんきつ類だが、世界で最

も生産・消費されているのはオ

レンジだ。まさにかんきつ類の

王様ともいえるオレンジ、その

果実と香りには、知られざるパ

ワーが秘められている。

オ
レ
ン
ジ
の
道
の
始
ま
り
は
イ
ン
ド

ス
ペ
イ
ン
や
ア
メ
リ
カ
の
果
物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
オ
レ
ン
ジ
だ
が
、
そ
の

原
産
地
は
イ
ン
ド
北
部
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
ろ
く
。
古
代
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
ナ
グ

ル
ン
ガ
」
あ
る
い
は
「
ニ
ン
ブ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
野
生
の
か
ん
き
つ
か
ら
、
オ
レ
ン

ジ
は
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
オ
レ
ン
ジ
は
イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
伝
わ
り
、
大

航
海
時
代
に
な
る
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
中
国
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
伝
え
ら

れ
た
。
世
界
中
に
伝
播
す
る
間
に
徐
々
に
改
良
が
加
え
ら
れ
た
オ
レ
ン
ジ
は
、
そ

う
快
な
香
り
と
甘
み
を
持
つ
果
物
へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
。

現
在
、
世
界
で
最
も
オ
レ
ン
ジ
を
生
産
し
て
い
る
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
世
界
の
全

生
産
量
の
約
２
割
を
占
め
る
。
ま
た
、
日
本
へ
の
輸
入
量
が
多
い
の
は
ア
メ
リ
カ
、

南
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
。
果
汁
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
産
が
圧
倒
的
に
多
く
、

輸
入
総
額
の
７
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

果
皮
に
隠
さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
の
パ
ワ
ー

オ
レ
ン
ジ
の
一
番
の
特
徴
は
、
あ
の
そ
う
快
な
香
り
だ
ろ
う
。
そ
の
香
り
の
も

と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
オ
レ
ン
ジ
の
果
皮
か
ら
抽
出
さ
れ
る
リ
モ
ネ
ン
と
呼
ば
れ

る
成
分
。
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
で
は
オ
レ
ン
ジ
の
香
り
は
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
心
身
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
主
成
分
の
リ
モ
ネ
ン

の
効
果
に
よ
る
も
の
だ
。
さ
ら
に
、
毛
細
血
管
を
刺
激
し
て
血
行
を
よ
く
す
る
作

用
も
あ
る
。
日
本
人
は
昔
か
ら
ミ
カ
ン
や
ユ
ズ
の
皮
を
入
れ
た
お
風
呂
を
楽
し
ん

で
き
た
が
、
こ
れ
も
理
に
か
な
っ
た
利
用
法
だ
っ
た
の
だ
。

リ
モ
ネ
ン
に
は
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
作
用
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
電
化
製

品
の
梱
包
や
生
鮮
食
品
の
ト
レ
ー
に
使
わ
れ
て
い
る
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
リ
サ
イ

ク
ル
で
の
役
割
だ
。
実
は
リ
モ
ネ
ン
と
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
分
子
構
造
が
似
て
お

り
、
常
温
の
リ
モ
ネ
ン
を
注
ぐ
と
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
溶
け
て
原
料
の
ポ
リ
ス
チ

レ
ン
と
リ
モ
ネ
ン
に
分
離
す
る
。
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
と
リ
モ
ネ
ン
は
繰
り
返
し
利
用

で
き
る
上
、
従
来
行
わ
れ
て
い
た
加
熱
処
理
に
比
べ
て
環
境
へ
の
負
荷
も
少
な
い
。

オ
レ
ン
ジ
は
食
べ
れ
ば
健
康
に
も
よ
い
。
オ
レ
ン
ジ
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

と
、
色
素
成
分
の
ベ
ー
タ
ク
リ
プ
ト
キ
サ
ン
チ
ン
は
、
ガ
ン
予
防
に
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
低
下
、
抗
ウ
イ
ル
ス
作

用
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

第34回オレンジ

さまざまに姿を変えるモノから
生活の知恵や日本とのつながりを発見

取材協力＝ケンコーコム（URL：http://www.kenko.com/）、サントリー（株）、（株）イケダコーポレーション、ハイテクサービス（株）

世界一のオレンジ大国ブラジルの陰
オレンジの生産量世界一を誇るのはブラジルだ。これがオレンジ果汁となると、世界の約70％がブラジルで収穫または加工されたオレ

ンジを原料としているというから驚かされる。日本が輸入しているオレンジ果汁も、金額ベースでは75.5％がブラジル産で、2位のアメリ
カ（9％）、3位のオーストラリア（3.9％）を大きく引き離している。
ブラジルはオレンジ生産量世界一でありながら、オレンジの輸出では上位15カ国にも入っていない。それは、生産したオレンジの多く

を果汁に加工して輸出しているからだ。ブラジルの果汁メーカーは国内のオレンジを低価格で仕入れ、低コストで加工し、果汁として輸出
して利益を得ている。その結果、オレンジ果汁はブラジルの主要な輸出品目にもなっている。
しかしながら、その陰には低賃金でオレンジ栽培に従事している労働者が数多く存在している。

オレンジには数多くの品種があるが、代表的なのは
ヨーロッパで品種改良されたバレンシアオレンジと、
ブラジルで生まれたネーブルオレンジ。日本で流通
しているのはバレンシアが圧倒的に多い

フレッシュなオレンジが山
盛りに積まれたシリア・ダ
マスカスの青空マーケット

食べ物
Foods

嗜好品
luxury goods

オレンジジュースやマーマレ
ードは、日本で最もポピュラ
ーなオレンジの加工食品。果
皮を細かくしたオレンジピー
ルは、洋菓子に多く用いられ
ている

加 工 食 品

オレンジの花粉は、ビタミン
やミネラル、アミノ酸、核酸
などのほかに、体内では作ら
れない亜鉛を含む天然栄養
成分。保健機能食品の原料
にも用いられている

健 康 食 品

そう快な香りづけとして、また
オレンジオイルの洗浄力を利
用して、せっけんやシャンプ
ー、化粧品に用いられている

コ ス メ

オレンジの果皮から抽出され
たエッセンシャルオイル。リ
モネンが主成分。ヨーロッパ
では古くからアロマセラピー
に利用されてきた

精 油

リモネンを主成分とするオレ
ンジオイルは、建材や木工品
の塗料にも用いられている。
ホルムアルデヒドなどの化学
物質を含まず、環境や健康へ
の負荷は少ない

塗 料

オレンジの皮から抽出される
リモネンは油性の汚れに強
く、キッチンや住宅用の洗剤
にも利用されている。ドイツ
では塩素系洗剤に代わる洗剤
として広く使われている

洗 剤
蒸留酒にオレンジの果皮
を原料とする香味成分を
加えたオレンジリキュー
ル。カクテルだけでなく、
ケーキやチョコレートにも
欠かせない存在だ

リ キ ュ ー ル

雑貨
Miscellaneous goods

し
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